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叫疇知翫ぶ応鱈疇けら（か麟I：フいて、カー，ド＇ E とればぶ＼〇
．担如｛う）叩碍疇·l"”r 祠入すふ
炉厄恥7渭応豆応I とね。
か匹-;-~".t量中、原鯰囀む丙叫羞疇
m叩紐頃頃翫霞サ叫句恥逗謬。

§z.｀に物いが主克．，
急ーロで庭心こ最江叫こtm邑直fPぜ1imt
かうことnp＾こ雇じたい注意可i ——~' 
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裏粁J.t~•p,"用 (9’lの終'j碍知知巧な摯和tば秒線二本を引叶
ふ社応。和場合には議 Lた麟lへ ’’1頁に書い研くへ＂凸‘.53^:
,iれp、●●て｀さなぃ渇冷d·.汎け己魯へ正い苓＜こと。たゞ l 用仔’l の中て4.
胚し、峠lてあた 3秤かを考瑾じた場合はIパ｀、カード｀ e 書うあ 5回な
,"可吋なしヽo • 

カードIミ名客れ奴IT、あ刹知＜君ざt3＂が‘コと。大｛苓 A-ドの用呵
塙に一ff吋9、ら3平",6 ぃ考r3大3さ I, すればかヽI>手た枝りを主r
王わ4．＆令のこtげ秀えて．二ff凡1止の丈を書心叫、行と行い渭］屯
研訊1'1なしでぶ、く。， • 
文字は I可姐．ヰふI呼13 tぷし、 Pヽ｀は皆年で訪んとしたな• E考＜／よ
知•，ぜ‘ひとも Iじが1「てぽしV\ 0 

文含．叙知豆釘紅．すへ＂て原丈のまヅ長記す約を原則とすわ云ゞし
項なの場合は、誉酋衷竺控長1 ミうE条用されていり謬農の呼釘ずば、便阻 l 7 もぷ＼｀、

疇吋くぎさ守信（コ吟、、：ク、砂＇）ゞ•I,J. Eiり莉、咀児ビ立）＾認 'l lなしない

直原刷とす 3 。
‘鬱気疇など6ぅ渋言もに戻ぅふ疇 I な． 1桑文のとぶ、 r) /て．、警恥麿さ汎
のと I・ょ区別して誌入ね。、その¢釣鳴令 11'.疇IL 存くてよ L‘°

怜、文｛：設）が主忍められた喝ら 1. 、・カード＇！か屹の含摩吉恥／＼し、言麟筋1平汀

に（マヽ）と言も入す 5 。
立遠叩□；：：：輩四 3麟戸｀、人涅皇Lて（応i応｀ど、口可
J的貨 1連絡言 5 iうにしてぷく。
謬｝鱗冬えた刀ー•ド｀ Iす：）展を窟臣応砂喜羹冗，屹うし応しあい原
文と見比べて纏かめうこもか、‘‘て'`3 吹レ•I~ I 

｀・予定の 1尋；；ヽ認籾ヽ，ー以怒つい哀 B・；］に l 守，‘！戸99-)Jードを原丈と見翡史
べて 1) 取’}克しやir）皇旦初応応かど｀うかを詞べ‘う。ぇ
,~ 笥 I -B`•かだっ冷、いらヽ豆•t ]図）祠言舟持、 ルビ｝ ／店、靡競l (I,ぅ頁叡．ー「江‘'.
は．と 1) ぷとしたり．皇知 1;~1) す｝ことか9・タいか 5 淳鶯すう。
丈桑訊、カードもてい怜いに取’}扱い、・古した＇）じ‘ためた＇）しtiぃ乃lヽ

彗．、すれとくに新間の鳩合（吝、いたみヤすい吠て＇：大印に扱フてほ
しい。

炉． 見出し言如の書3 かt,

Jjl 見出・し誌心（口きりか｀t: / 

コ， I l,. '9 ，具·

好去 見か言告 I吝．主として「丈叩（守等丈和 Iミ｀｀うとこみの）と単位lt
1-/, ・ 1.f紅。＇紐訊足l:9いてはお、い、いね守苓丈；、t..l （冠直奏行）の

、.. 
7
 

畠
・
・
：

、tｷ, 

’‘ j 

-3 -

所合もによっているがノ和飼かい昇 I) は 巻まの r見幻言含の農ィ立のざ l) が
た」 I ミ示 L てあ 3 から，そ水に従え！ぷ‘•よい。 .. 9 

3•1•2 麟げ告のぎI) かたを 1列文t‘示す。 実際のカード｀へ疇び減，’ょ督4 酬
冦1 ぎかた”の I臭と．冬謄すれ 1 iヽ｀よI.. I n . • ` / , ¥ 

劉 1.J立法咤可三叫山曲省 I 主席 I r叩鱈 I 謄軍を l 1譴欲層和l
筏釦 I．して 1 行政戌長に I,t謬 l する 9 ことと 1 承認、I ・［国楕芦I

' 行政「麟 l 如豆l 筵定. I・した， l

`9] 国税庁 1手 l 如叫履吋釦造 I.?疇叶アIレ」と｛言(I 捨 IJII
一 者、か Iir,宦業惰可侵害」役刈棧暴、い I い 5 和 1 て！い 3 1 

3 ；ぇ見出し言合栢丘書きがた
.__:---、

、 紐ぱ吾心オ菱ゥボ線より 1ま上て';0‘？光＇芋めを食知．示線か）庄（違＇＼して
書く。訪澤麟1 レ芦吾の上下に余白を九、とフであ‘(Iげ字がある。

（例 1.J !←-、 l-―――--(（がl2J •. 

し恥奇陀Iょ
-- ----・・ -- -- -• --
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言iし 1 ーグ•§ t} 
'--·:·--—•…, ---•一—-­

` 1 、 I ?,',  

g ;3 見恥謗 5 奉記t匂しかーた
認し！知菜誌（文豆：：百百，f窪？＇ 1`)｀いなど）け； j•ヽ《（原文9 虹に従•)灰
原則t豆，1恥叩,~.? u ~」丸 T誌 3; み 3 (-;足臼 c. r :3 I 遠九・

:1;3,1 崖塙吾ク文字ゃす体I丸浸宅月俊底平イ灸も D-→Z 宅＇万ビ‘.r叛字
砂；すべ7屠文の王ま表濱乙ずう。たじし渇字りみ合，遥 lfl 没＇字字f本表、

虚tf1さむげ：絡‘本、；足字 5 用いてしよし＇： 吏休佼名な，；：4 ，、原文,-: l'jし 1 か
, ぎり，姥;~1:.. 伎わねよナJ →、す；99,, 1ぷぉ｀洞雄＇ク） 9) .i l.;;:..J’'今9’J,'.ff1 9,,l 

叩；滋紐など匂‘字・f本 1て，と年巳劇して泉記.. げ＇ダ•名吐在し1”. I 
紘2 見釦紐「n 伎全ブ‘がいも， 7べ.7．庶心通りに辰菰：＇和 9r くて 1拿し 1 けな(.し

如頑知伎紗がいが厄心砥虚 I：：わでいれ（元紗はも仰i•シ
，原丈が現代がな心ぃt｀庄 Iぢ見生，りが，心追リ I•、 1足•)/t:·,

1 源丈の伎名9”‘ t II ＜言羨 Iiが＇か-z_ l, I J"t i)まま私＄乙 L Z.‘ ゎ・下{ ;_,.,(マヽ） Jセ＄¢

入す 3，（そ返遠文の文字，，名肛J l り·；，て：も(~炉扱 l 1 とすむ）伽えI'ょ",

釈かなづ｀かい1;1かかり違文が中Iら：幻いな該 I1 がみった珍令
偉文） ～此加 I 知叫l 要」＼［ （打屯J;f'なレの,.僚庄象．． I
見釦t知棋I に 1よ，下グぢ I こ虹己入すう。ヽ ー
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ヽ ー 邸3 層ぬ：：・つし 1 -Z.し 1 p3•符知恥扱いについて 1坦次ヴりに定める。 ' 

f) 練遂＇レ符号（ダ1 ミ／ジー〉，五） 1 丸｀ダの弓 l 見出 v 謬I ことうのを廃馴
~ ー・

とむ。たとえば 「色知 rいうゾ」 r 多戚茶へ乙」など｀｝九和の手『麟這

／て書く。（い＇、レ縫迄 l ぽ戸見穴＇‘のよ? (::: ／如tの 7弩ぶ見；戎知遺f立
として考えられ: "/J渇合 I;f:. I 心莉の文字に噂元 L なくて/;j:し l げな叫

偉I J (J誅文） シ豆1~／ど I 思い r手が｀ら l,,,,\—
この位 1J文を／文蛉 l ーか；ク C／一＼／と..J'灼＇ヽ＇,:7 ヽ）阜直しなみ、？ジこ·'1 :;::ま見鬼＿ノ
認にわたのて，．は明和＇庄寸を欠くのて＇‘/このよ）な頑り合に I屯 ぢ考いい‘から

に該当文字這てなくて（だ＇すない， だ＂し、冗渇応＇も”野II碑臼
咤叉のまうこ翌ぃ＼／ t ~ J •t認人豆t'(§ ~ 参屈） ` 

グ）、領迄レ濱号以外の唸主(•r -', rr II ノー―/―- -ー，，ら回。が冗？ I !など）
は／見出レ詮 I ：： ／り層浅 l Jと l t堺らなt, I つ（た 1'・しJ:f]劉祠JこI 丸←浮乙えとj)

国）虞l ～租麦らず‘, 1“町民刷次官 II 、1J ~· 1 I コ／コt|~  

（紐嘉） •|前｀― l 噸文務— |'一次官ーが‘l
叩） ·rへ✓/1が 1ょ加ヵ I} L こいた..Jといっt~言財子

（紐、し扶） I ・ウ71}))- l ーして 1 l l プ：：： と 1 
ただし r ナ瓦文オ」 r7`‘l) ア・カ＇とんジJ 「ナ丘ー七セ均紅＇らょう 1 こ
一言吾のオ羹成i 1こあす‘•が 9 ている浮号iよ， 見出しか告，と L ても恥）J:_；fね 1 ぶなら

ない。
鍋4＇、}U,l：這“名売俊亀名（簗麟） I~、坂tげ遠よ'/特別の社5 ，でが｀ r£ 、 1 IJ'~"I) 

っ／・「なく'{ 9F し、 9

、 ` 

.. 
，
ヽ

ヽ
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‘§4 .. 用例の 5l3 がた rr廿和がL るしかた

4;L i司例it横心線芥，糾；応赤線畔 1 こ多く。―f_r~···t t・ぎれな If,r¥. I r'~. 
二行．i；く上にわた.,t L t ¥.. 90 -. 

4;2 ifl fクリ心む，出し令令の文柘が：Iゼの文が和＂．立な（よたr) \~ ~-(でし1 9 d‘I 

、-IJヽ｀；ぃすおう／よ'.1 3,J 1 漢国内t‘‘5f li，す 3 の 5厚劇とす 3．たr．えI£,
`~ わ文t卜が主ぽ怠ヤtいがれ！［・そ(.fl l ：対応了ぅ血樟疇、口tこ
砕脅ばかtl （ぶり杭低仰文舒 Iてみた b tの 8 明立、万る
心柔があぅ。 (If; 9l ：：ぶ 1f 1~ I紅l，苓呼、）・ . .' .••. 

的4:31 -7の文（免紅/-::いうに知）t ／令•P 弓！用すがゞ字訂石い夕易．合（2/
r^  Jによって御幻加各する。 、、の場合、を 1略せl粁rが一知前者 •4 

叩,~後卸心恥，政‘、い（ち中央卸 2"み 3 かが'9 な＞了ヽ）／かが 3 よ 9、 1 で、，，
広（こ l‘ tおいて（i.しl,II> -•一
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知三。中：0-雲J``J1,-3.Jのオ1‘あJことま閉示するたがで
4双もし三疇和｀、原文パ □ぶさJ..LL 謬く。 I
知印l中っ晃会し釦和 l・丸ヵ＼ r、らず （マ｀）

ヱうつlt 3 上と。

4;'.嘉芯ぶ竺ぷで均｀Elぶ汀―’]可 1可訊麿口 Lてどは惚
つつ"It 1者<。 (4グ参照） l、オー字目 lざ;.'? ·o 町ゥ次 Iくすぐ：、

4も、口：と。石て叫文ぶ霜訳ぷ‘”’
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' ・・す］ 3 l, -

い間蝸が輝さ～行政祝長l:
I 

l 
l 

肴る豆こと2~.

即臼叩．｛心(9卯
吼｝

I 
・ ー• ---- -•~-・一

ｧs 
'.,..,、

ぶ 1 幻央狂m渭 I, 心胡梵風ぶ1咋示された項和
しに）噸料；o （新 l鯰，炸稔み） . 2＇)を行判叫囀臼名など'11厨）
3うべ°ーシ｀、（揺阻 1が和（あん）、 ギ）恥パ疇l’7．行紅｀年ぶm)
釘竹属章柔っ晃が（約）司9 場合だlit) I -ー・ 一

ぶユ以い叩は原別と、して念了をお、すことになってい 3 ，浚汀ガ寸~＂に見，
が詮用イクJ I そ可也認ぺ「へ｀弓を言乙ぺ~L'て，予足千是を恥I魯冬えた吋：
またば一段森っいた峙 I壼謬とお‘辻しま‘‘よ‘l ヽ。 こq母令，へ゜ージ｀，｀双
ヽ吋‘旦を表す玖詐井 L,訊らな‘)まう，それに 1、すカート｀‘9 嗅謹恥·玲ようI~
呼心疇す瓦 ' 

ふ‘3 幸＇苓ふお寸位置，石、す,,,頁芹など｀、 I巧 I して 1 丸 4;?I這局 IT‘Tてカード‘濱
叩も［るしい。すなわち，位翌ぷrI穴9 みいてい 3 ところ⑯1 i"iま⑰）よ4
下 1 ：：刀‘つて 1I LU、けない。 ‘, ' , 

ぉ、f l高知ぶ I 立 Iヤ｀た 11l訪序巴却 I} -J1 1 ば勺｀らぶ｀J‘うにふす．:.•• 
ぅ茂：それぞれ~ l!iJ I ミ塞角スヘ°ースJ互ーフ T" っ押入 lヽ｀さ↑←ページ：（面）と
殴と引句亡ヽイフォシJて‘しつな＜｀｀ことになっている。そし：型うま 1受わず＇尺ぺぶ

、家入すJりな疇釦"t天沫J::. I-.:, 秒とえば｀ない P 、
ぷ注殴ま示すに 1·1";...1::-がら／ 2 勺・ー・・とアfラl:::."マ数写凶用い 3 。打逸讚
書戸廉知喝釦狂 I て嘩，，吋注から IJ 2.) 3-•• 一｀とず 3り噴和
邊合、1な方から］ I’ 

ぶ r 見去し言吾ヵゞ＼P-ジ＇ャ奴、行など 2 またぐ邊合必埃日．示し才IすIさし心
がうすた‘'ltざ書くこと I~ 戸。“` `こI気因鳴合ふこれに噂戸。 、‘:;'.~

むi冷弓 1．也幻典ぼし力＼たについて蔀団力心‘忍屯冗履る L ＜ば崎｀
，・ 勁厠べ遥緯して遺環 1勺‘、いよ｀うにし＇て（ま l い。 ' 

—ー··-. ----··—ー・ ー· •いら． ．．一ヽ.. -`--・-~マ-···--・・...一•し●●こ．．．，．—―•一
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見出し虐吾の鼠位汀 l) かた（試累） 24U} 1 て
--r詰蒙炉l｀い噂I)か凡阿録一ニー

項且 s ｧ l 大かなぎま）
l. え • 9 ・
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ｧ2 知がなさよ、i.) \ 
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ｧ 1 ・ 大3なさまリ
--t 

.. 
4. 

且誇牽カードの見出ば昔叫だ．、いたい汝匂らを単位とiて 1紅例文で•
t1} 1} がたを未でと、次叫こうになる。〈 1ムは麟紅｝.,し置砂こ：謬り

例 1) 麺吋閃寒ぱ！｛恥属知［租1恥履喜図翫 l` 磨（｀ー」
紅 l 紐清拉諏ー．i-渇全心 l 墨る楚とに＜‘：l ごとだ lゴ

Cｷ: 
t •この文ガ‘.s圧ず立杖．ダ；カービヘで咆；ゎ·ヴずあ気．、）

例 2) 追該叶解除j文i経済士再建打ヽt,;)ほ釦iためにはず｀l ．
経亭女を｝知．こ| L，！如叶玖翠砧 1ノ及i歪‘したいj . 

（：：の文砂う心·／十四味ゥーカーードが日令3 がナ L'あう，）

屹げ言；つーてこ扇ぎびヵ詞；勁勤詞）や工直墨主疇舷鯰犀iら
トに界戸ばな＜、い心筋芸区Iす綬袴）の白立跨

竺ii：ーうt｀さiこ魏iことーにな＞冥t匁· ` Z ろ ・
llt9. ぶ｀ ｷ9:: •• "·'、-え,.,_ `— 

広→—
｀の言忍定についてば、王おおそ和呻い文: 5紀（詞麟句り痴詫によ―
岱紗町項印ては 多夕異なる昂取暴．しf.をすか底fてう·いては次項以
l 這疇"'- - ぷーベ茫

ill.. 

.., C • 5．ど 組がばきま
只‘•9

“，如x： s..,/,9 

名詞 ‘ーベ→＇さ， ••4 ,t ; ̀  
.-::C---,-, 
紅司ぐもとの突噴碕志沫がら：和かし＂て砂武｀0詞｝訂いらげる名祠）屯
狂立するもの＇と覆い．、的痒文節炒籾尉•：影虹謬:.. 紅｀

貨

..., I・考え忍I二，を l·‘し T;•し 1 :、J '：づ;, tカードを四杖，：：．、さぅ．




































































































































































































